
実りの秋を終えて

交流の広がった収穫の秋
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2020年秋のオリーブ商品

ぜひお買い求めください

オリーブの「今」を伝える情報紙

冬のオリーブ栽培

春までに剪定を行いましょ

う。オリーブは樹勢が強く、

適度な剪定を行うことで日当

たりや風通しが確保され、健
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剪定をしましょう

オリーブ隊短信

自分の似顔絵を描きました。似てますかね？オリーブラリー

のスタンプを18店舗コンプリートしました！新型コロナの流

行が続いてますが、頑張っていきましょう。＜阿部＞

オリーブラリーも盛況に終わりました♪ 今回は参加店として

も加わりましたが、たくさんスタンプを押させてもらいまし

たよ！ご参加の皆さん、ありがとうございました！＜西村＞

江田島に来て５回目の収穫期。あっという間に終わっていき

ました。コロナの影響でまだまだ難しい情勢ですが、新しい

１年が良い年になるよう頑張りましょう。＜峰尾＞

康的な木に成長します。木全体のボリュームから30パー

セント程度までは剪定してよいと言われています。

剪定のご相談はオリーブ振興室までご連絡ください。

オリーブ冠

冠が贈られました

新漬け

あっという間に収穫期が終わりました。10月初旬

から11月中旬まで、およそ１か月半にわたり、江田

島市内のあちこちでオリーブの収穫が行われまし

た。天候にも恵まれ、企業への出荷や自家消費用オ

イル分の受付も、若干のトラブルもありましたが無

事に実施できました。収穫されたみなさん、おつか

れさまでございました。

毎年江田島市オリーブ振興協議会で募集している

「収穫ボランティア」にも、多くのご参加をいただ

きました。2020年秋に収穫ボランティアや収穫体験

に来てくださった方の人数は、200人を超えまし

た。

そして今年も、地域の小学生が栽培者さんの園地

を訪れて収穫を手伝ったり、食育体験でのオリーブ

収穫体験や、さらには、江田島市社会福祉協議会と

連携した収穫イベントなどが行われました。

新型コロナウイルスの影響で難しい情勢となって

おりますが、オリーブを通してたくさんの笑顔やつ

ながり、交流が生まれた。そんな嬉しい収穫期とな

りました。

2020年のオリーブ果実収穫量はおよそ8.2トン。

2019年（9.8トン）からわずかに減少する結果とな

りました。

オリーブは、ミカンなどと同様に表年・裏年＝隔

年結果のある作物だと言われており、2020年は裏年

でした。2021年の収穫増が期待されます。豪雨や猛

暑など、ここ数年安定しない気候が続いております

が、2021年も元気にオリーブが育つよう、栽培者の

みなさん、がんばりましょう。

収穫量は８.２トン
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江田島オリーブファクトリー

瀬戸内いとなみ舎

オリーブオイル

江田島オリーブファクトリー 大王オリーブ

川口農園きゃとりーぶ
※川口利恵さん 090-5709-8002

※沖美ベジタ㈲さんも

オリーブオイルを製造中です

※浦上美由紀さん
080-5097-8561

※0823-57-5656※0823-57-5656

※090-1790-9904（峰尾）

2020年産のオリーブ製品。

ぜひお楽しみください。

12月9日に宮島で開催された海上自衛隊幹部

候補生学校の学生による「弥山登山競技」。

優勝者にオリーブ冠が贈られました。

（写真は前々日に行った製作風景）

弥山登山競技

鹿川小学校

12月1日 鹿川小学校で行われたマラソン大会、

優勝者にオリーブ冠が贈られました。


